




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
○先行研究や他校の実践資料の収集と周

知、指導の工夫についての提案 

○学校ホームページにおける研究成果の

発信 

 

分科会の目指す児童像 

 
 
 
 

研究の視点 

 

 

 

 

学校教育目標 

たくましい子    よく考える子 

思いやりがある子  進んで働く子 

教育基本法、学校教育法、学校図書館法 
子どもの読書活動の推進に関する法律 
子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画 
文字・活字文化振興法 
小学校学習指導要領 総則 

第４－２－（１０） 学校図書館の利活用 
第三次東京都子供読書活動推進計画 

研究主題 

読みたい！ 調べたい！ 伝えたい！ 

～学校図書館を活用した言語活動の充実～ 

児童の実態 
○基礎的・基本的な知識・技能は、おおむね身に

付けている。 
○読書活動については、好意的に捉えている児童

が多い。 
○問題解決的な学習の流れを理解し、見通しをも

って活動することができるようになってきて
いる。 

○学習問題を明確にもち、解決のために必要な情
報を選ぶ力、活用する力については、課題が見
られる。 

研究仮説 

学校図書館及び図書資料を有効に活用し、言語活動の充実を図ることで児童の問題解決能力を高め、主体

的に学び合う児童を育てることができるだろう。 

目指す児童像 

情報を選んだり関連させたりしながら自分の考えを確かにし、伝え合い、学び合う児童 

  ○『四小おすすめの５０冊』の 

選定と活用法の工夫 

  ○単元と関連付けた学校図書館 

利用計画の作成と活用 

  ○日常の読書意欲を高める活動 

の工夫 

  ○重点単元の設定 

  ○言語活動にかかわる教員

の共通理解と単元計画の

見直し 

  ○学習活動・学習形態の工

夫と多様な表現活動 

   

 

  ○図書資料を活用した授業改善と単元の重点化 

  ○学校図書館サポーターと連携した教科・内容

に応じた図書資料の精選 

  ○児童の問題意識を引き出す魅力的な学習課題

の設定 

○調べた内容を記録する『情報カード』の活用 

 
 
○学校図書館運営計画の見直し 

○読書旬間の取組の見直し 

○『四小おすすめの５０冊』の活用 

 
 
○学校図書館の整備 

○学級文庫の整理 

○学年、学級に共通した掲示資料の作成 

武蔵野市教育委員会教育目標 
第二次武蔵野市学校教育計画（Ｈ２７～３１年度） 
武蔵野市子ども読書活動推進計画 

低学年部 
読むこと知ることを楽しみ、
伝え合う児童 

中学年部 
読み調べたことを基に、分か
りやすく伝え合うことができ
る児童 

高学年部 
自己の課題を明確にして読んだり、調べたり
し、情報を選択したり、関連させたりしなが
ら伝え合い、学び合うことができる児童 



※「読みたい・調べたい・伝えたい」は、単元を作る上で重点としている活動です。これは、年間を通して、教科・領域、単元の目標や内容に応じてバランスよく行っていくもので、一つの単元で必ず

三つの活動を行うというものではありません。教科・領域、単元によって異なります。例えば「読みたい・伝えたい」「調べたい・伝えたい→読みたい」など様々な場合があります。 

 低学年 

読むこと知ることを楽しみ、伝え合う児童 

中学年 

読み調べたことを基に、分かりやすく伝え合うことが

できる児童 

高学年 

自己の課題を明確にして読んだり、調べたりし、情報

を選択したり関連させたりしながら伝え合い、学び合

うことができる児童 

指導の重点 読書活動を楽しむ 読書活動の幅を広げる 読書活動を通じて考える 

手だて 読書行事 環境構成 『四小おすすめの５０冊』 『読書記録カード』の活用 ブックトーク、アニマシオンによる読書意欲の喚起と並行読書 

資料の種類 

ジャンル 

昔話  動物が主人公の話 ファンタジー  戦争文学   

シリーズものなどの同一作者の物語 

実在の人物について書かれた本・伝記 

「人間と自然との関わりの物語」などの同一テーマの物語 

言語活動 
音読発表会  本の紹介（好きな場面） 

アニマシオン（タイトルをつける） 

読書交流会 

本の紹介（物語のあらすじやおもしろさ） 

本の帯やポップ作りによる本の推薦活動 

読書座談会 

重点単元名 
①【国語】言葉のリズムや繰り返しの表現を味わう「おむすびころりん」 

②【国語】主人公を見つけて、紹介したりクイズを出したりしよう「スイミー」 

③【国語】場面のうつりかわりをとらえて感想をまとめよう 「ちいちゃんのかげおくり」 

④【国語】登場人物の人がらをとらえ、話し合おう「白いぼうし」 

⑤【国語】広がる、つながる、わたしたちの読書「千年の釘に挑む」 

⑥【国語】登場人物の関係をとらえ、人物の生き方について話し合おう「海の命」 

指導の重点 本を読んで知ることを楽しむ 
図書資料の調べ方の基礎を理解し、 
必要な情報を集めたり、選んだりする 

自分の課題を明確にして情報を収集し、 
分類・整理しながら、その解決を図る 

手だて 問題意識や目的意識を明確にした学習過程と単元計画の工夫 

資料の種類

ジャンル 

ものの仕組みや作り方の本 

科学的読み物 
百科事典・図鑑・一般図書・統計 図書資料全般・インターネット 

言語活動 
『じょうほうカード』に分かったことを書

く 
『情報カード』の基本を理解し、情報を集める 『情報カード』を活用して問題解決を図る 

重点単元名 
①【国語】「くちばし」、「どうぶつの赤ちゃん」 

②【国語】「たんぽぽのちえ」 【音楽】「日本のうたを楽しもう」 

③【国語】本を使って調べよう「本は友だち」 

④【総合的な学習の時間】「外国からのお客様」 

⑤【総合的な学習の時間】「出会い、ふれ合いセカンドスクール」 

⑥【理科】「物質を見分けよう」 【社会】「日本の歴史」 

指導の重点 友達に伝えることを楽しむ 相手や目的に応じて伝え合う 伝え合うことで学び合う 

手だて       ペア学習の重視     →       グループ学習の重視        → 小集団での学習から全体へ、全体から再び個へ（個の充実） 

言語活動 紹介・発表 報告・説明・感想交流 推薦・プレゼンテーション・討論 

重点単元名 上記単元を通じて 



 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①教師のブックトークを
聞き、学習課題を設定
し学習計画を立てる。 

 
 
②教材文「おむすび こ

ろりん」を読み、あら
すじや登場人物の行動
や様子を捉え、想像を
広げながら工夫して音
読する。 

③選んだ本の中から自分
が読みたい場面や役割
を決める。 

④選んできた本の中から
紹介したいリズムが出
てくる場面を選び、紹
介の練習をする。 

⑤楽しいと感じたリズム
が出てくる場面を紹介
し、学習を振り返る。 

読 読書活動へのさらなる意欲付け 

・友達が紹介したリズムを繰り返し

声に出して読み、リズムの楽しさ

を感じさせた。 

・紹介をした後に、継続して展示し、

友達が紹介した本を読む時間を確

保した。 

 １年 

 単元の流れ 

並
行
読
書 

おはなしよんで みつけたよ 
たのしいりずむ かんじたよ 

言語環境の整備や日常的な言語活動 
・担任による日々の読み聞かせや、学校図書館サポーター、保護者による読み聞かせ 

・朝読書の時間の設定と時間の確保  ・読書記録カードの活用 

・並行読書や、様々な種類の本の読み聞かせを取り入れた学習活動の工夫 

単元の目標 
○言葉には、意味による語句のまとまりがあることに気付くとともに、内容や文

のリズムに注意し、想像を広げながら読むことができる。 

具体的な手だて 

児童の変容 
・並行読書を行うことで、本の中から楽しいリズムが出てくる場面を探すなど、｢目的をもって読む｣ということ

が少しずつ意識できるようになってきた。 

・本を読みたいという気持ちが高まり、これまで読んでいた本と違う種類の本も手に取り読むようになった。 
・本を読んだり選んだりする時間を十分に確保したことで多くの本に触れ感想をもつことができた。その結果、

児童同士が本を見せ合い、感想を伝え合う交流ができるようになった。 
 

○ブックトークによる導入やブックリストの 

作成による作品との出合いの工夫 

  ○学校図書館サポーターと連携した本の選定 

  ○音数を意識した学習 

  ○並行読書 読書カードの活用 

  ○児童が紹介した本の継続展示と読書時間の

設定 

○児童の興味を引き付ける学習課題の設定 

○紹介するためのワークシートの使用 

○単元を貫く具体的な学習課題の設定 

  ○生活の様々な場面でリズムに触れ、音読す

る機会の設定 

読 児童の意欲を高める導入の工夫 

・導入時にブックトークを行い、出

てきたリズムを声に出させたり、

動作化させたりして読書への意欲

を高めた。 

伝 紹介の仕方の工夫 
・本の中の紹介したい場面を見付けた

ら名前を記入した付箋を付け、再び
開けるようにした。 

・「はっぴょうめも」を基に、本の題
名・作者・本の簡単な内容を記入さ
せた。 

 

 
こ の 本 お も

しろいね。こ

れ も リ ズ ム

かな？ 

読 表現力を高める工夫 

・七音・五音で構成された教材文での

学習を通して、語のまとまりや文章

のリズムに気付かせた。 

・行動や様子、気持ちが分かる言葉を

見付けさせ、既習事項を振り返らせ

ながら工夫し 

て音読をさせ 

た。 

その本読ませて！ 



 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

        ２年 

 

 

①教師のブックトークを

聞き、学習課題を設定

し学習計画を立てる。 
 
 
 
②アニマシオンを取り入

れ、教材文の粗筋や主
人公の特徴、心の変化、
表現方法や題名の価値
などを捉える。 

③「スイミー」の主人公
紹介カードを書く。 

④同一作者の比べ読みを
する。 

⑤読んできた作品の中か
ら紹介したい主人公を
選 び 紹 介 カ ー ド に 書
く。また、新たなサブ
タイトルを付ける。 

⑥友達の紹介のよいとこ
ろを伝え合う。 

 単元の流れ 

並
行
読
書 

レオ＝レオニがつくった主人
公を見付けて紹介したりクイ
ズを出したりしよう 

言語環境の整備や日常的な言語活動 
・担任による日々の読み聞かせや、学校図書館サポーター、保護者による読み聞かせ 

・朝読書の時間の設定と時間の確保   ・読書記録カード・情報カードの活用 

・並行読書や、様々な種類の本の読み聞かせする等の授業展開の工夫   ・百人一首の取組 

 

 

単元の目標 
○登場人物の行動を中心に人物の性格や場面の様子について想像を広げながら読

み、話の展開の楽しさや表現方法の面白さを味わうとともに、好きな本を選んで

紹介したりクイズを作ったりすることができる。 

具体的な手だて 

児童の変容 
・アニマシオンを授業に取り入れたことにより、児童は好奇心をもち楽しみながら粗筋や人物の特徴、題名の

価値などをとらえ物語の世界を探索した。さらに自分から本を手に取ってみようという読書意欲が高まった。 

・レオニ作品に親しみ、単元の学習中も、単元が終わってからも同作者の作品を読み進める児童が多かった。 

・作品のおもしろさを十分に味わわせることで、物語を読むことの楽しさを実感し、喜んで本を紹介したり、

感想を伝えたりする姿が見られるようになった。 

  ○ブックトークによる導入や、ブックリストの作

成による作品との出合いの工夫 

  ○作品コーナーの設置等、学校図書館サポーター

との連携した読書環境づくり 

  ○アニマシオンの手法や並行読書を取り入れた学

習活動 

  ○読書カードの工夫や感想を交流する時間の設定 

   

○「レオニがつくった主人公を見付けて紹介し

たりクイズを出したりする」という学習課題

の設定 

○基本的な構成要素を入れた紹介カードの工夫 

  ○友達のよいところを見付けることができるよ

うな交流カードの工夫 

読 アニマシオン（私のタイトル世界一） 

・作者がどうしてこの題名にしたか

考えたり、話の中心をとらえたり

しながら、新しいタイトルをつけ

るようにした。自分の考えがまと

まらない児童には、個別に言葉掛

けを行い、支援した。 

 
「じぶんの色を
生かした魚」「お
いだせ、まぐろ
を！」「みんなち
がうほうがもっ
といい」 
すてきなタイト
ルが集まったね。 

伝 紹介カード・交流カードの工夫 
・作品を紹介する基本的な構成要素を

入れた紹介カードを用意した。 
・紹介し合った作品を次の読書に広げ

ていくために、メッセージカードを
用いて友達のよいところを見付け交
流するようにした。 

 

 

読 教師のブックトーク 

・導入時にブックトークを行い、児

童の読書活動への興味・関心を喚

起し意欲を高めた。 
 

 
 

 

 

紹介 してく れ
た本 を読み た
くなったよ。 

ふうん、レオ＝

レ オニ さ んっ

て そう い う人

なんだ。あっ、

「 あお く んと

きいろちゃん」

知ってるよ。 

読 アニマシオン（お話がばらばら） 

・順不同になった絵と文章を元通りに

並び替えることで、挿絵をつないで

大まかな構成を捉え、粗筋をまとめ

られるようにした 

 

 

こ う い う 順 番 だ

と思います。それ

は 、 ～ だ か ら で

す。 



 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３年 

 

 

① 写真を見ながら、イメ
ージを広げる。教材文
を読み、調べることを
決める。 

② 単元を通した学習課題
をもつ。 
 

 
③ 学校図書館の工夫を見

付ける。 
④ 百科事典を使って言葉

調べをする。 
⑤ 事典や図鑑、科学読み

物等の使い方や調べ方
を考える。 

⑥ 「 分 類 番 号 当 て ク イ
ズ」をする。 

⑦ 知りたいことを学校図
書館で調べる。 

⑧ 「 里 山 に 関 す る ク イ
ズ」を出し合う。 

 単元の流れ 

並
行
読
書 

さとやマスター☆になろう。 

言語環境の整備や日常的な言語活動 
・朝の時間を活用した読書時間の設定 

・並行読書や様々な種類の本を読み聞かせる活動等の意図的、計画的な実施 

・読書の幅を広げるための読書記録カードや情報カードの活用 

 

単元の目標 
○里山や動植物に興味をもち、いろいろな本や文章を読むとともに、目的に合った

本を選び、すすんで調べ、伝えることができる。 

具体的な手だて 

児童の変容 
・自分で調べたり、分かったことを基にしてクイズを出し合ったりすることで、図鑑だけではなく科学読み物

なども手に取り読書の幅が広がった。 
・今森光彦さんが撮った写真を見せながら教材文を読ませることで、里山に興味をもち、様々な本を手にとっ

て調べようとしていた。 

・異なるテーマでのグループ編成をすることにより、自分が調べて分かったことをすすんで友達に伝えようと

する姿が見られるようになった。 

 

  ○今森光彦さんの作品との出会

いの工夫 

  ○児童が本を読みたくなるよう

な環境づくり 

  ○ブックリストの作成 

  ○学校図書館サポーターと連携

した本の選定 

 

○情報カードの活用 

○調べ、分かったことのクイ

ズ化と発表活動 

○興味の幅を広げるための

グループ編成 

  ○調べる方法を知るための工夫 

  ○自分が興味をもったテーマの

選定 

  ○目的にあった本を複数読むこ

とができるよう学校図書館に

本を配置 

    

読 並行読書 

・今森光彦さんの作品や里山の生き

物等について、時間をかけて読ま

せることで読書への意欲を高める

ようにした。 

 

分からない言

葉は国語辞典

を使って調べ

よう。 

伝 情報カードの活用 
・『情報カード』の書き方を提示した。 
・『情報カード』を見ながらクイズが

出せるように短い言葉でまとめる
ようにした。 

 

ど れ を ク イ

ズ に し よ う
かな。クイズ
を 出 し や す

い よ う に ま
と め 方 を 工
夫しよう。 

調 調べる方法を知るための工夫 

・ゲストティーチャーを招いて、百

科事典の使い方を知ることで、知

りたいことを効率よく調べるため

の方法を理解させた。 

 

はじめは、百

科事典で調べ

よう。 

 

伝 興味の幅が広がるグループ編成 

・様々なテーマや内容でクイズを出

し合えるように、異なるテーマで

グループ編成をした。 

 



 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ４年 

 

 

①単元を通した学習課題を

もつ。 

 

 

 

②関心をもった国について

本で調べ、情報カードを活

用しながらポスターにま

とめる。 

③友達に調べたことを発表

する。 

④外国の方との交流会の準

備をする。 

⑤日本について伝えたいこ

とを調べてグループごと

にまとめる。 

⑥交流会を行い、分かったこ

とをグループごとに交流

する。 

 単元の流れ 

外国からのお客さまを
むかえよう。 

言語環境の整備や日常的な言語活動 
・朝の時間を活用した読書時間の設定 

・図書資料を用いた調べ学習や、様々な本の紹介活動   

・読書の幅を広げるための『読書記録カード』や『情報カード』の活用 

単元の目標 
○身近なものを通して、外国への興味・関心を高めるとともに、調べ、分かった

ことを発表することで、自分の意見や考えを相手に伝えることができる。 

児童の変容 
・本を見せながら発表を行ったことで、発表後に進んで友達の選んだ本を読む姿が見られた。 

・図書コーナーを設けることで、児童が興味・関心をもち、「知りたい」「調べたい」という気持ちを高めるこ

とができた。休み時間や朝読書の時間にも図書コーナーの本を読む姿が見られた。 

・似たテーマの児童で発表グループの設定をしたことで、相違点や共通点を考えながら発表を聞くことができ

た。また、同じテーマについて書かれている友達に紹介された本も、すすんで読むことができた。 

具体的な手だて 
  ○学校図書館サポーターと連携 

した本の選定や図書コーナー

の設置 

  ○本の内容を見せながら発表を

聞かせることによる読書意欲

の向上 

  

○児童一人一人が活躍できる 

様々な発表の場の設定 

○調べたことへの関心が更に

深まるグループ編成 

  ○百科事典の使い方やインター

ネット資料の検索方法につい

ての指導 

  ○『情報カード』の工夫 

調 『情報カード』の活用 

・必要だと思う部分を『情報カード』

に書いてまとめさせることで、ポ

スターに書く内容を決めながら調

べられるようにした。 

 

 

 

伝 「伝えたい」という意欲を高める

グループ編成 
・同じ、または似たテーマで発表し合

えるようグループ編成を工夫した。 

 

 
国 が 違 う と 全

然 食 べ て い る

ものが違うな。 

調 調べ方の指導 

・調べたいと思ったことを早く正確

に調べられるよう、インターネット

資料を検索する際の言葉の選び方

を指導した。 

違う国でも似

た文化がある

んだね。 

こ の 本 を も っ

と 詳 し く 読 ん

でみたいな。 

読 本の内容を見せながらの発表 

・使った本を見せながら発表をさせる
ことで、友達が使った本への興味・
関心を高めるようにした。 

 

 

 調 べ る と き は 、

「アメリカ 食

べ物」のようにキ

ーワードで検索

してみよう。 

この部分はみ

んなに伝えた

いな。ポスタ

ーに書こう。 



 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５年 

 

 

①「人物の生き方や人生

を描いた作品」をテー

マにしたブックトーク

を聞く。 

②単元を通した学習課題

をもつ。 

 

 

 

 

③教材文を読んで人物の

生き方や人物像につい

てまとめ、よりよい本

の帯の作り方を理解す

る。 

④自分の推薦したい本の

帯を作り、推薦し合う。 

⑤友達が推薦した本を読

み、感想を交流する。 

 単元の流れ 

並
行
読
書 

人物の生き方や人生につい

て書かれた本を読んで、「本

の帯」を作って推薦しよう。 

言語環境の整備や日常的な言語活動 
・朝読書から始まる学校生活  ・学校図書館の貸し出し記録による自己の読書傾向の振り返り 

・「読書記録カード」の掲示  ・季節の言葉を利用した学習活動（俳句、短歌、散文など） 

・昔の暦の掲示       ・短歌に慣れ親しませるための百人一首の取組 

単元の目標 
○人物の生き方や考え方を読み取るとともに、友達に本を薦める活動に興味をも

ち、すすんで本を読んだり、本の帯を作ったりすることができる。 

具体的な手だて 

児童の変容 
・実在の人物について書かれた本に対する興味・関心が高まり、読む本のジャンルが広がった。本単元が終わ

ってからも、これらの本を読み進める児童が多かった。 

・人物の生き方が表れる一言を生かして本の帯を作らせることで、人物の生き方や考え方に焦点を当てて本を

読むことができ、また、その人物に共感したり、自分の将来について考えたりする姿が見られた。 

・自分がおもしろいと思った本を、自分からすすんで友達に薦めたり、本を見せたりする姿が見られるように

なった。 

  ○教師のブックトークによる導入 

  ○学校図書館サポーターと連携した本の選定 

  ○ブックリストの作成と配布による、児童の読

書意欲の喚起 
  ○友達が推薦した本の展示と、それらを読む時

間の確保 

 

 

○「本の帯を作って友達に推薦する」という

学習課題の設定 

○教材文との並行読書による、帯に書く内容

や表現方法の工夫についての理解 

○児童が身近に感じたり、その生き方に共感

したりできるような人物について書かれ

た本を意図的に用意 

 

読 教師のブックトーク 

・学習課題に沿ったテーマでブック

トークを行い、児童の読書活動へ

の意欲を高めた。 

 

 

伝 教材文と並行読書による指導 

・人物の生き方が表れる一言への焦点

化を図った。 

・読み手を意識した表現方法の工夫の

共有化を図った。 

 

 

読 伝 帯を用いた本の推薦 

・友達が作った帯を自由に見合った

のち、全体での発表の時間を設定

した。 

・自分が共感した、人物の生き方や

考え方を中心に推薦させた。 

 

 この人のこの言

葉って、すごい

と 思 い ま せ ん

か。 

読 推薦した本の展示と読書時間の設定 

・友達が推薦した本を自由に読むこと

ができるように、教室に継続展示し

た。 

 

伝 記 や 実 際

に い る 人 の

本 も お も し

ろそうだな。 



 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６年 

 

 

①物質Ａ・Ｂを提示し、

学習課題をもつ。 

 

 

②塩と砂糖を見分ける方

法を話し合う。 

③見分けるために必要な

情報を調べる。 

④調べた情報をもとに、

効率的で分かりやすい

実験方法を計画し、必

要なものを準備する。 

⑤班ごとに実験を行い、

物質Ａ・Ｂについて考

えをもつ。 

⑥結果について情報交換

する。多面的に考察し

Ａ・Ｂの物質を同定し

て、問題を解決する。 

 単元の流れ 

図
書
資
料
の
活
用
（
推
論
と
考
察
の
根
拠
） 

食塩と砂糖を見分けよう。 

言語環境の整備や日常的な言語活動 
・朝読書から始まる学校生活 ・読書記録カードによる本の紹介と交流 及び相互評価 ・班等の新聞の共同作成 

・三文（散文）日記 ・国語「季節の言葉」を利用した発展的学習活動（俳句、短歌、絵手紙、習字など） 

・班での調べ学習とレポートの作成 ・ポートフォリオの作成 ・様々な形式を活用したプレゼンテーション  

単元の目標 
○Ａ・Ｂの２つの物質を多面的に調べ、推論を基に実証（観察や実験）しながら、

それぞれの物質を確定することを通して、物質に対する見方や考え方を深める。 

具体的な手だて 

児童の変容 
・情報を得るに当たって、図書資料やインターネットのそれぞれのよさを生かし、必要な情報（科学的根拠）を

選択し、効果的に活用して、学習活動に取り組めるようになった。 

・１つの事象を様々な角度から多面的に見て、推論しながら実証する学習活動をすることにより、問題解決型の

学習の面白さに気付いたり、身近な自然事象に関するものの見方や考え方が深まったりした。 

・学習したことや読書した内容を基に、科学コーナーや読書紹介コーナーなどを主体的に作り、学級や学年の友

達に広く情報を提供するようになった。 

  ○教室内に単元学習に関係する実

験・観察特設コーナーを設置 

○粒子学習に関する作品を展示し

たり、関連する図書資料を置いた

りし、解説・投稿欄に、自由にコ

メントをできるよう配慮   

○知りたいこと調べたいことを   

明確にし、必要な情報を共有

するための掲示物やＩＣＴを

活用したプレゼンテーション 

 ○複数の実験結果の情報交換と

多面的な考察を通した問題解

決学習 

  ○児童が「知りたい。」「調べ

たい。」と思えるような自然

事象の提示と問題(課題)設

定 

○図書資料を活用し、必要な

情報を調べることによる効

率的な実験計画と実証実験 

 

調 児童が知りたいと思う問題の設定 

・物質Ａ・ＢとＣ(Ａ・Ｂ共に類似)

を提示し、じっくりと観察させ、

物質への興味・関心を高めさせた。 

 

 

伝 多面的な見方で問題を解決する 
・班の実験結果を情報交換させ、そ

れぞれの結果や考察をもとに、物質
を同定した。 

 

 

調 様々な方法による実験計画の立案 

・これまでの学習経験や生活経験から

実験方法を考えさせた。 
実験例）・寒冷（作用）剤・蒸発乾固・飽和量（溶解度） 

・比重比較・結晶観察・直接加熱  等 

・必要な情報を図書資料で調べ、効率

的な実験方法を計画させた。 

 

Ｂは、すべて溶け

て、Ａは溶け残っ

たので、A が塩と

考えました。 

図書資料で調べたら、塩の比重は２.１３ｇで、

砂糖は１.６３ｇでした。 

 
だから、同じ量(か

さ)の重さを測っ

たときに、重い方

が塩になります。 

 

結晶の形は、Ａが四

角い か ら塩 だ けれ

ども……、Ｂも四角

いなあ？ 

班ごとに意見が違うな。それぞれの結果に基

づいてみんなで考えてみよう。 

どちらが塩でどち

らが砂糖かなあ。

どうやったら見分

けられるかな。 



 

学 年 学習の重点 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

 

読
み
た
い 

伝
え
た
い 

           

調
べ
た
い 

           

 

読
み
た
い 

伝
え
た
い 

           

調
べ
た
い 

           

 

読
み
た
い 

伝
え
た
い 

           

調
べ
た
い 

           国語科 
『本は友だち』 

本を使って調べよう 

国語科 
『ことわざについ

て調べよう』 
本で調べて報告す
る文章を書こう 

国語科 
『もちもちの木』 

同じ作者の作品か

ら興味のある本を

選んで読もう 

国語科 
『ありの行列』 

科学読み物を読ん

で感想を発表しよ

う 

総合的な学習の時間 

『あいぞめ体けんをしよう』 

あい染めに使う植物「あい」について調べよう 

総合的な学習の時間 

『四小しぜんたんけんたい』～生きものはかせや植物はかせになろう～ 

様々な生き物を調べよう 

 

社会科 
『くらしのうつりか

わり』 

昔の家や道具、暮ら
しの様子について調
べよう 

理科  

『こん虫をそだてよう』 

身近なこん虫を調べよう 

理科  
『動物のすみかを調べよう』 
身の回りの生物の様子や
その周辺の環境について
調べよう 

理科  
『おもちゃショー

をひらこう』 
今までの学習を
生かしたり本で
調べたりしてお
もちゃを作ろう 

国語科 
『三年とうげ』 

民話や昔話を読ん
でおもしろかった
ところを紹介しよ

う 

国語科 
『詩集を作ろう』 

テーマを決めて、詩

集を読もう 

国語科 
『ちいちゃんのか

げおくり』 
場面の移り変わり
を捉えて、感想をま

とめよう 

国語科 
『いなばの白うさぎ』 
神話や昔話に

興味をもち、本

を探して読も

う 

国語科 
『スイミー』 
レオ＝レオニが
創った主人公を
見つけて、紹介
したりクイズを
出したりしよう 

国語科 
『三まいのおふだ』 
想像を広げて
読もう 

国語科 
『スーホの白い馬』 
お話を想像しな
がら読もう 

国語科 
『わたしはおねえさん』 
人物と自分を比べ

て読もう 

国語科 
『はなのみち』 
熊の出てくる他

のお話を読んで

みよう。 

国語科 
『くちばし』 
鳥や他の動物の本
を読んで、くちば
しや口の形を比べ
よう 

国語科 
『おむすび ころ
りん』 
本の中から楽し

いリズムを感じ

られる部分を探

そう。 

生活科 

『みんなであそぼう はる』 

季節の飾りの作り方や

遊びを、本を読んで知

ろう 

生活科 

『みんなであそぼう なつ』 

季節の飾りの作り方や

遊びを、本を読んで知

ろう 

国語科 
『ゆうやけ』 
想像を広げて
読もう 

国語科 
『うみの かくれん
ぼ』 
図鑑や科学読み物を

読み、他の海の生き

物について調べよう 

国語科 
『じどう車くら
べ』 
絵本や図鑑を読

み、「じどう車カ

ード」を作ろう 

国語科 
『ずうっと、ずっと、大す
きだよ』 
動物が出てくる本の中か
ら、読みたい本を選び、お
すすめの本を紹介しよう 
 

国語科 
『たぬきの 糸車』 
お話を想像しながら読も
う 
 

国語科 
『どうぶつの 赤
ちゃん』 
図鑑や科学読み

物を読み、他の動

物の赤ちゃんに

ついて調べよう 

 

生活科 

『ぐんぐん そだて』 

夏の野菜の栽培の

仕方を調べよう 

生活科 

『小さな なかまたち』 

生き物の世話の

仕方や特徴を調

べよう 

国語科 
『ミリーのすてきなぼうし』 
お話クイズを作る

ために、本を選ん

で読もう 

生活科 

『ぐんぐん そだて』 

秋の野菜の栽培の

仕方を調べよう 

生活科 

『あそんで ためして くふうして』 

身近な自然や物を利用

し、遊ぶ物を作ろう。 

国語科 
『お手紙』 
名コンビが出てくる

お話を探して紹介し

よう 

音楽科 『日本のうたをたのしもう』 

日本のあそびうたについて調べよう 

国語科 
『めざせ図書館マスター』 
図書館の本の並び方

を調べて、分類の仕

方を知ろう 



 

学 年 学習の重点 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

 

読
み
た
い 

伝
え
た
い 

           

調
べ
た
い 

           

 

読
み
た
い 

伝
え
た
い 

           

調
べ
た
い 

           

 

読
み
た
い 

伝
え
た
い 

           

調
べ
た
い 

           

国語科 
『本は友達』 
おすすめの本
を推薦しよう 

国語科 
『大造じいさんと

ガン』 
他の作品を読
み比べ、推薦し
よう 

国語科 
『わらぐつの中の神様』 
他の作品と読み比
べ、作品の特徴を見
付けよう 

総合的な学習の時間 

『出会い！ふれ合い！セカンドスクール』 

飯山市について調べよう 

総合的な学習の時間 

『出会い！ふれ合い！セカンドスクール』 

セカンドスクールをまとめよう 

総合的な学習の時間 『飯山からの贈りもの』 

新たに設定した課題を見直して、調べ、まとめよう 

家庭科 
『食べて元気！ごはんとみそ汁』 
日本の汁物を調べて作ろう 

国語科 
『グラフや表を用い

て書こう』 
社会生活に関わ
る資料を調べ、
意見文を書こう 

社会科 
『環境を守る 

わたしたち』 
日本の公害につ
いて調べよう 

国語科 

『本は友達』 
心に残っている
本を推薦しよう 

国語科 
『やまなし』 
同じ作者の作品を
読みくらべよう 

国語科 
『海のいのち』 
登場人物の生き
方を話し合おう 

総合的な学習の時間 

『日光を１００倍楽しもう』 

日光の歴史や文化・自然について調べよう 

理科 『体のつくりとはたらき』 

空気や食べ物のゆくえ、血液のは

たらきを調べよう 

社会科  『日本の歴史』 歴史について調べ、まとめよう 社会科 

『わたしたちの生活と政治』 

政治の働きを知り、自分たち

との関わりを考えよう  

社会科  『世界の中の日本』 

様々な国や国際機関を調べ、日本

の役割を考えよう 
国語科 
『未来がよりよくあるために』 

未来がよりよくなるためにでき

ることを考え、意見文を書こう。 理科 『地球環境を守る』 

環境を守る取り組みにつ

いて調べよう 

総合的な学習の時間 

『外国からのお客さま』 

外国について調べよう 

国語科 
『白いぼうし』 
シリーズで読ん
で、松井さんの
人柄を考えよう 

国語科 
『一つの花』 
戦争を題材にし
た物語を読んで
紹介しよう 

総合的な学習の時間 

『出会い・ふれ合い・プレセカンド

スクール』 

片品について調べよう 

総合的な学習の時間 

『出会い・ふれ合い・プレセカンドス

クール』 

プレセカンドスクールにつ

いて伝えよう 

国語科 
『ごんぎつね』 
新美南吉の本を
読み比べて感想
を交流しよう 

国語科 
『ウナギのな
ぞを追って』 
テーマを決め
て科学読み物
を読もう 

理科  
『星や月』 
星や月について調べよう 

総合的な学習の時間 

『いっしょにくらそう～バリアフリーを考える～』 

福祉やボランティア活動について調べよう 

社会科 

『わたしたちの東

京都』 

都道府県の特徴を

調べよう 

理科 『物質を見

分けよう』 

塩と砂糖を見分け

よう 

 

 

 

理科 『水溶液の性質』 

水溶液を見分けよう 

〈発展〉指示薬を作ろう！！ 

 

 

総合的な学習の時間 『飯山からの贈りもの』 

身近な環境問題について調べ、解決策を考えよう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低学年  ＭＩＭによる特殊音節の指導 

中学年以上で学習につまずきのある児童は特殊音節を学ぶ

段階でつまずいていることが多い。低学年の時に特殊音節を

読めるようになることはその後の学習においてとても重要で

ある。そこで低学年の文字指導の底支えとして昨年度から

MIM による特殊音節の指導に取り組んでいる。 

 

①平仮名指導が終わった６月に通常の学級の 1 年生全員に向け

て「促音」「長音」「拗（よう）音」「拗長音」を、「手をたた

く」「ひねる」「伸ばす」等の動作をしながら読む指導を行う。 

②全ての指導が終了してから診断テストを行い、標準得点表か

ら小集団で指導をする児童を決めて、昼休みなどに取り出し

指導を行っている。 

③2 年生も継続して行っている。 

中学年    漢字教材の提案 

漢字を書くとき、人は脳内で次のような認知の行程をた

どる。例えば、「曜」という漢字を書く場合、「（よう）と

いう文字を見る」「曜・用・様など（よう）と読む漢字を

幾つか想起する」「想起した漢字の中から取捨選択する」

「（日）（ヨ）というように形の区別をする」「正しく書く

よう脳から手に伝える」これらの行程をたどり初めて「曜」

という文字を書くことができる。これらのうち、見え方に

特徴があったり、どこかの認知が弱かったり、上手くつな

がらなかったりすると、正しい漢字を書くことができなく

なる。このような場合、選択肢があることによって、正し

い漢字を選ぶことができる。そこで、新出漢字が最も多い

中学年に向けて選択肢がある漢字学習の教材を提案した。 

上記以外にも、絵と漢字が提示されている「漢字カルタ」 

 漢字の一部に同じ文字が入っていると似た読みになるこ

とが分かる「形声文字カルタ」の教材を提案した。これら 

 は、授業の隙間時間などに活用している。 

 

新出漢字の選択肢が

あるミニ漢字テスト 全体指導の様子 

第四小学校には、情緒障害等通級指導学級「はなみずき学級」がある。「はなみずき学級」では、昨年度から

通常の学級の低学年に向けて、「特殊音節」を視覚化・動作化しながら学ぶことができる MIM（多層指導モデ

ル）の指導を行っている。また、本年度は中学年に向けて漢字教材の提案も行った。 

読書意欲を高めるために 

 第四小学校には低・中・高学年ごとに「おすすめの５

０冊」がある。各学年の掲示板に、「おすすめの５０冊」

とその中で特に教員が勧める本を掲示している。児童は、

「おすすめの５０冊」の本を読んだらシールを貼ること

ができるようにした。その結果、人気のある本、まだ読

まれていない本が一目瞭然で、次に読む本を選ぶ目安に

なった。 

 また、各学年の掲示板には様々なお話に親しみをもつ 

ことができるように物語が迷路になって表されているポ 

スターを掲示した。進む道によっては、本来のお話と内

容が変わるため、児童は、友

達と一緒に文字を追いなが

ら、どの道を進むとどのよう

な内容になるのか、その違い

やおもしろさを味わう様子が

見られた。           

 

言葉への興味・関心を広げ理解を深めるために 

  各学年の掲示板に「故事成語」「ことわざ」「特別な読

み方をする漢字」「漢字の正誤」「ＭＩＭの文字とモ―ラ

印のマッチング」などを掲示した。また、階段には「干

支」「旧暦月名」「じゅげむ」を掲示した。 

  児童は、実際に掲示物の答えをさがして確認したり、

マジックテープで貼る操作をしたりしていた。階段で

は、掲示物を読みながら上っていく様子が見られた。 

   

おすすめの５０冊の掲示 

特別な読み方を

する漢字紹介 

階段の掲示 

小集団用教材 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問題解決能力を高め、主体的に学び合う児童の育成のために、単元の指

導計画や『情報カード』のより効果的な活用方法について検討する。 

・更に積極的に読書活動に取り組む児童を育てるために、児童の読書傾向

を分析し、児童の実態に応じた本を薦めるなどの支援を行う。 

・これまで使用してきた図書資料のリストや文書資料をいつでも活用でき

るように整理し、学校図書館で一括管理することで、学校図書館や図書

資料を活用した授業の一層の充実を図る。 

・児童の情報リテラシー育成のために、図書資料だけでなくデジタルデー

タも効率的に活用できるように、校内ＬＡＮなどの整備に努め、学校図

書館の情報ステーション化を進める。 
 

 

・『読書記録カード』や『四小おすすめの５０冊』の活用や読書旬間の取

組内容を工夫することで、これまで読むことのなかったジャンルの本を

読んだり、たくさんの本を読もうとしたりする児童の姿が見られるよう

になった。 

・多様な教科・領域で図書資料を活用した学習を設定することで、児童自

身が目的意識を明確にもち、必要な資料、情報を適切に探し出すことが

できるようになった。 

・伝えたい内容や伝えるべき内容を精選し、図書資料の情報を根拠とする

ことで児童が自信をもって表現することができるようになった。 

・学校図書館サポーターとの連携を密にし、学校図書館経営の充実を図る

ことができ、児童の学習意欲や内容理解を深めることができた。 
 




